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23 秋号

◉
合
板
の
日

特
集

ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
と
浅
野
吉
次
郎

木
材
加
工
業
の

機
械
化
を
牽
引
し
た
、

明
治
の
異
才

◉
レ
ポ
ー
ト
！
木
の
最
前
線

農
林
業
は
「
生
命
産
業
」
長
野
県
川
上
村
の
挑
戦

三
つ
の
世
代
が
集
い
あ
う
、
郷
土
の
木
で
つ
く
っ
た
木
の
学
び
舎
─
川
上
中
学
校
に
み
る

「
林
政
は
村
政
の
柱
」
藤
原
忠
彦
村
長
に
聞
く

◉
新
木
場
漫
歩

人
物
探
訪
編

「
３
年
だ
け
の
手
伝
い
」が
46
年
目
、老
舗
五
代
目
社
長

合
板
工
場
の
現
場
を
支
え
続
け
る
、裏
方
の
誇
り

岩
田
機
械
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

橿
棒
啓
二
氏

◉
新
木
場

秋
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

11
月
5
日
、
第
1
回
「
合
板
の
日
」式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
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検  索検  索木材合板 で

表紙：長野県川上村立川上中学校、生徒昇降口から教室棟に向かう途中にあるギャラリー。林立するカラマツ、小動物が駆け回る木立を思わせる造りは、原生林をイメージしたデザインされた。
　　　大きな窓が開放感のあるスペースを演出している。（本誌　「木の最前線レポート」参照）

　11月3日は「合板の日」です。1907年（明治40年）の
この日、浅野吉次郎が日本で初めて、合板製造に成功
した日です。昨年の木材・合板博物館開館5周年記念式
典の折、𠮷田繁木材・合板博物館理事長と日本合板工
業組合連合会の井上篤博会長が「合板の日」制定を宣
言して1年、記念すべき第1回「合板の日」を迎えました。
　第1回「合板の日」記念式典は11月5日、新木場タワ
ービル1階大ホールを会場にして行われました。来賓に
沼田正俊林野庁長官、津国保夫東京都産業労働農林水

産部部長をお迎えし、木材工業関係の企業・団体260余、
マスコミ出版関係が列席しました。式典は来賓祝辞の
後、合板工業へ多大の貢献をなした人に贈られる「合
板の日」林野庁長官表彰の受賞者として、岡野健木材・
合板博物館館長より、株式会社名南製作所取締役相談
役、長谷川克治氏が紹介されました。林野庁長官表彰、
合板の日実行委員会から感謝状、副賞授与の後、長谷
川克治氏から受賞者挨拶が行われました。（詳報は「木
と合板」次号で）

表彰状を手にした長谷川克治氏長谷川克治氏を中心に記念撮影

沼田正俊林野庁長官から表彰を授与さ
れる長谷川克治氏
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ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
１
号
機
模
型
と
そ
の
展
示

今
年
6
月
、
N
P
O
木
材
・
合
板
博
物
館
3
F
に
浅
野

吉
次
郎
が
作
っ
た
ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
1
号
機
の
模
型
が
展
示

さ
れ
ま
し
た（
写
真
1
）。模
型
は
実
物
の
約
3
分
の
1
で
、

ア
ク
リ
ル
製
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
収
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

手
動
で
動
か
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
を
回
す
と

ス
ピ
ン
ド
ル
で
支
持
さ
れ
た
原
木
丸
太
が
回
転
し
、他
方
、

そ
の
回
転
が
か
さ
歯
車
に
よ
っ
て
ナ
イ
フ
台
の
移
動
に
変

え
ら
れ
、
回
転
速
度
に
か
か
わ
ら
ず
回
転
角
と
ナ
イ
フ
移

動
量
の
比
が
一
定
に
保
た
れ
、厚
さ
が
一
定
の
ベ
ニ
ヤ（
単

板
）
を
剥
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
た
だ
し
、
模
型
の
刃
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
な
の
で
、
残
念
な
が
ら
丸
太
を
剥
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

模
型
を
作
る
際
、
厚
さ
が
一
定
な
ベ
ニ
ヤ
を
剥
く
機
構

は
伏
見
万
次
郎
氏
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
容
易
に
理
解
で

き
ま
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
歯
車
を
作
り
、
ス
ケ
ッ

チ
に
忠
実
に
し
か
も
全
体
が
ス
ム
ー
ス
に
動
く
よ
う
に
組

み
上
げ
る
の
は
容
易
で
な
い
の
で
、
プ
ラ
ン
ト
設
計
用
模

型
の
専
門
業
者
に
依
頼
し
ま
し
た
。

ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
1
号
機
が
明
治
40
（
1
9
0
7
）
年
に

完
成
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、
ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
に
関

す
る
技
術
情
報
記
録
は
充
分
な
資
料
が
現
在
見
当
た
り
ま

せ
ん
。
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
伏
見
万
次
郎
に
よ
る
ス
ケ

ッ
チ
が
全
て
で
す
。

伏
見
万
次
郎
は
明
治
38
（
1
9
0
5
）
年
一
橋
の
高
等

商
業
（
現
一
橋
大
学
）
を
卒
業
し
て
三
井
物
産
に
入
社
し
、

同
社
名
古
屋
支
店
雑
貨
係
と
な
り
、
木
材
と
く
に
モ
ミ
チ

ェ
ス
ト
の
輸
出
を
担
当
し
ま
し
た
。
モ
ミ
チ
ェ
ス
ト
は
モ

ミ
材
に
よ
る
茶
箱
で
、
輸
出
し
た
の
は
箱
に
組
み
上
げ
る

部
材
で
し
た
。部
材
製
品
は
浅
野
木
工
所
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
当
主
が
浅
野
吉
次
郎
で
し
た
。

伏
見
の
ス
ケ
ッ
チ
し
た
ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
1
号
機
に
は
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
バ
ー
（
ノ
ー
ズ
バ
ー
）
が
描
か
れ
て
い
ま
せ

ん
。
他
方
、
文
献
資
料
で
は
、
浅
野
木
工
所
が
剥
い
た
ベ

ニ
ヤ
の
厚
さ
は
1
厘
（
0
・
３
㎜
）
か
ら
3
分
（
9
・
１

㎜
）
ま
で
と
あ
る
の
で
す
が
、
回
転
角
と
ナ
イ
フ
移
動
量

の
比
を
変
化
さ
せ
る
仕
組
み
も
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ス

ケ
ッ
チ
だ
か
ら
な
の
か
、
あ
る
い
は
1
号
機
だ
か
ら
な
の

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
ス
ケ
ッ
チ
は
大
正
期
に
至
っ
て
伏

見
が
記
憶
を
た
よ
っ
て
描
い
た
も
の
で
す
。
博
物
館
の
ベ

ニ
ヤ
レ
ー
ス
1
号
機
模
型
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
機
構
を

省
い
て
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
バ
ー
は
刃

先
の
先
端
部
を
切
削
面
に
垂
直
に
圧
縮
す
る
た
め
の
装
置

で
、
先
割
れ
を
防
ぐ
た
め
の
工
夫
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

切
削
面
の
平
滑
性
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
木
材
・
合
板
博
物
館
は
昨
年
開
館
5
周
年

を
迎
え
、
こ
れ
を
機
に
中
日
本
合
板
工
業
組
合
の
ご
厚
情

で
浅
野
吉
次
郎
の
胸
像
を
は
じ
め
数
多
く
の
勲
章
、
同
氏

に
関
す
る
書
物
や
新
聞
記
事
等
、
貴
重
な
品
々
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
開
館
5
周
年
式
典
に
は
浅
野
吉
次
郎
の

曾
孫
の
方
々
も
出
席
さ
れ
、
そ
の
お
一
人
か
ら
は
掛
け
軸

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
博
物
館
で
は
そ
れ
ら
の

展
示
品
を
ま
と
め
て
「
浅
野
吉
次
郎
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、

こ
れ
ら
を
展
示
し
て
い
ま
す
。そ
の
コ
ー
ナ
ー
に
立
っ
て
、

こ
の
展
示
に
は
ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
が
欠
か
せ
な
い
と
判
断
し

た
の
は
、
N
P
O
木
材
・
合
板
博
物
館
の
𠮷
田
理
事
長
で

す
。
開
館
6
年
目
に
し
て
ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
1
号
機
の
模
型

が
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

浅
野
吉
次
郎
と
浅
野
木
工
所

浅
野
吉
次
郎
は
安
政
6
（
1
8
5
9
）
年
、
樽
、
桶

の
製
造
を
生
業
と
す
る
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
明
治
元

（
1
8
6
8
）
年
は
9
歳
で
し
た
。
20
歳
で
家
督
を
継
ぎ

浅
野
木
工
所
の
当
主
に
な
り
ま
す
。
明
治
の
中
頃
ま
で
、

日
本
の
木
工
業
は
手
工
業
で
し
た
が
、
浅
野
吉
次
郎
は
工

場
設
備
を
改
良
拡
張
し
て
大
規
模
生
産
に
向
か
い
ま
す
。

後
に
小
野
田
セ
メ
ン
ト
と
合
併
し
た
愛
知
セ
メ
ン
ト
か
ら

洋
式
の
セ
メ
ン
ト
樽
の
製
造
を
依
頼
さ
れ
た
際
、
側
板
を

曲
線
に
仕
上
げ
る
た
め
の
足
踏
み
式
の
鋸
を
開
発
し
て
、

手
製
の
20
倍
に
能
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
し
た
。
原
料
を
3

割
節
約
し
、
さ
ら
に
セ
メ
ン
ト
樽
の
材
料
に
は
捨
て
値
で

取
引
さ
れ
て
い
た
マ
ツ
の
小
丸
太
や
不
良
丸
太
を
使
う
こ

木
材
加
工
業
の

機
械
化
を
牽
引
し
た
、

明
治
の
異
才
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「合板の日」
特集

ベニヤレース1号機と浅野吉次郎

　11月3日は「合板の日」です。
　1907年（明治40年）11月3日、故浅野吉次郎がわが国で初めて合板製造に成功しました。この偉業に敬
意を表し、合板にかかわるすべての業界の発展を祈念し、11月3日を「合板の日」とすることになりました。
　合板製造に欠かせない単板を切り出すのが、ベニヤレースです。これを浅野吉次郎は独自の力で開発しまし
た。木材・合板博物館では、このベニヤレース1号機の模型を「浅野吉次郎コーナー」に今年6月から展示し
ています。今号特集は「合板の日」にちなみ、ベニヤレース1号機と浅野吉次郎について紹介します。

ベニヤレース 1号機の模型（製作：岩田機械産業株式会社）

浅野吉次郎コーナーの展示

「合板の日」特集　ベニヤレース1号機と浅野吉次郎

浅野吉次郎氏
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と
で
、
浅
野
木
工
所
は
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
生
産
効

率
の
向
上
で
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

明
治
23
（
1
8
9
0
）
年
に
は
製
材
に
蒸
気
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
木
材
関
係
で
は
日
本
初
の
導
入
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
同
年
、
縦
鋸
機
を
作
る
た
め
に
自

社
工
場
に
鉄
工
部
を
新
設
し
、
使
用
に
耐
え
る
縦
鋸
機
を

開
発
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
機
械
化
が
功
を
奏
し
、
浅

野
木
工
所
の
生
産
能
力
は
抜
群
と
な
り
、
日
清
戦
争
の
需

要
に
も
容
易
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
メ
ー
カ
ー
と
し
て

頭
角
を
現
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
32（
1
8
9
9
）

年
に
は
帯
鋸
を
製
作
販
売
し
、日
に
4
分
板
5
0
0
坪（
約

20
㎥
）
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

製
材
、
製
樽
、
製せ
い

函か
ん

を
拡
張
し
て
国
内
需
要
に
応
え

る
だ
け
で
な
く
、
浅
野
吉
次
郎
は
海
外
に
も
精
力
的
に

販
路
を
開
拓
し
ま
す
。
当
時
、
三
井
物
産
が
モ
ミ
チ

ェ
ス
ト
の
輸
出
を
始
め
、
そ
の
製
造
を
浅
野
木
工
所

に
発
注
し
ま
し
た
。
契
約
量
は
年
30
万
箱
で
し
た
。

原
料
の
モ
ミ
は
名
古
屋
周
辺
な
ら
び
に
紀
州
の
森
林
か

ら
調
達
し
ま
し
た
が
、モ
ミ
は
た
ち
ま
ち
伐
り
つ
く
さ
れ
、

北
海
道
材
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
当

時
北
洋
材
と
呼
ば
れ
て
い
た
道
材
は
収
縮
率
が
大
き
い
な

ど
と
言
わ
れ
て
、
そ
の
利
用
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
後
に
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
と
な
り
、
道
材
の
利

用
に
も
浅
野
吉
次
郎
は
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
の
開
発
と
浅
野
式
合
板

日
露
戦
争
が
終
局
を
迎
え
た
明
治
38
（
1
9
0
5
）
年
、

多
い
月
に
は
10
万
箱
以
上
の
モ
ミ
チ
ェ
ス
ト
が
輸
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
浅
野

木
工
所
の
製
品
で
し
た
。
輸
出
は
前
述
の
三
井
物
産
新
入

社
員
伏
見
万
次
郎
の
担
当
で
し
た
が
、
イ
ン
ド
コ
ロ
ン
ボ

向
け
の
モ
ミ
チ
ェ
ス
ト
が
英
国
製
品
に
押
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
英
国
の
木
材
事
情
か
ら
推
し
て
納
得
で
き

な
か
っ
た
伏
見
は
、
英
国
製
品
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
、
ド
イ
ツ
の
リ
ガ
で
製
造
さ
れ
た
ブ
ナ
合
板
や
カ

バ
合
板
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
そ
れ
を
浅

野
吉
次
郎
に
報
告
す
る
と
と
も
に
合
板
製
の
チ
ェ
ス
ト
を

渡
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
浅
野
吉
次
郎
は
茶
函
の
ほ
か
に
も
石
油
函
、
セ

メ
ン
ト
樽
等
を
製
造
し
輸
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
と

き
す
で
に
材
料
の
ひ
っ
迫
を
予
想
し
て
い
ま
し
た
。
茶
函

の
モ
ミ
材
は
当
初
は
飛
騨
、
木
曽
、
美
濃
、
伊
勢
産
材
で

し
た
が
、
先
述
の
北
海
道
材
や
仙
台
、
静
岡
産
材
も
使
い
、

そ
れ
ら
の
材
の
高
騰
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、
未
利
用
材
の

雑
木
（
広
葉
樹
材
）
に
着
目
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

浅
野
吉
次
郎
は
伏
見
か
ら
見
せ
ら
れ
た
英
国
製
の
合
板
の

チ
ェ
ス
ト
に
驚
愕
し
ま
す
。
こ
の
時
か
ら
、
彼
の
合
板
製

造
に
か
け
る
熱
い
日
々
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
や
り
方
は

ま
さ
に
浅
野
流
と
い
う
べ
き
も
の
で
し
た
。
す
な
わ
ち
、

ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
、
単
板
乾
燥
機
、
接
着
剤
、
接
着
硬
化
な

ど
な
ど
、
合
板
製
造
に
必
要
と
さ
れ
る
様
々
な
機
械
、
材

料
、
手
法
の
開
発
を
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
全
て
独
力
で
や

り
遂
げ
た
の
で
す
。
技
術
導
入
や
プ
ラ
ン
ト
の
輸
入
は
ま

っ
た
く
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
完
成
し
た
浅
野
式
合
板
の
見

本
は
三
井
物
産
の
手
で
各
国
に
持
ち
込
ま
れ
、
難
物
だ
っ

た
米
国
か
ら
最
も
称
賛
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

浅
野
木
工
所
に
は
2
台
の
ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
が
あ
り
、
直

径
4
尺
（
約
1
・
2
m
）、
長
さ
3
尺
5
寸
（
約
1
0
5

㎝
）
と
長
さ
6
尺
5
寸
（
約
1
9
5
㎝
）
の
原
木
を
剥
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
原
木
は
北
海
道
産
の
広
葉
樹
材

で
、
カ
バ
が
主
体
で
し
た
。
道
材
を
使
っ
た
理
由
は
、
名

古
屋
周
辺
の
材
が
尺
〆
（
１
尺
×
１
尺
×
２
間
=
０
・
33

㎥

尺
〆
（
し
ゃ
く
じ
め
）
と
は
体
積
の
単
位
）
3
円
、

道
材
が
名
古
屋
着
で
2
円
50
銭
だ
っ
た
か
ら
。
ベ
ニ
ヤ
の

厚
さ
は
先
述
の
1
厘
か
ら
3
分
ま
で
で
、
厚
さ
4
・
5
㎜

の
3
プ
ラ
イ
合
板
を
日
産
千
坪
、年
産
2
万
5
千
尺
〆（
約

8
1
0
0
㎥
）
を
生
産
し
ま
し
た
。

「
浅
野
式
合
板
製
造
方
法
」
の
特
許
は
、
明
治

42
（
1
9
0
9
）
年
10
月
26
日
に
出
願
さ
れ
、
翌
43

（
1
9
1
0
）
年
2
月
10
日
に
特
許
第
1
7
6
3
3
号
と

し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
明
細
書
に
記
さ
れ
て
い
る
発
明
の
内
容
と
目
的
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

『
こ
の
発
明
は
、
樹
脂
、
ゼ
ラ
チ
ン
、
コ
ー
パ
ル
ゴ
ム
、

假か

漆し
つ

（
ワ
ニ
ス
）、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
油
の
溶
液
を
十
分
に

含
浸
さ
せ
た
単
板
（
A
）
を
、
そ
の
単
板
と
は
繊
維
が
直

交
す
る
単
板
（
B
）
で
挟
ん
で
熱
圧
す
る
も
の
で
、
ス
チ

ー
ム
ロ
ー
ラ
ー
（
１
）
に
3
枚
の
単
板
を
セ
パ
レ
ー
ト
ロ

ー
ラ
ー
（
２
）
で
離
し
な
が
ら
送
り
込
ん
で
熱
圧
乾
燥

す
る
。
浅
野
式
合
板
の
目
的
は
、
板
が
割
裂
せ
ず
、
水
の

浸
透
を
防
ぎ
、
剥
離
し
な
い
完
全
な
合
板
と
す
る
こ
と
に

あ
る
。』

こ
れ
ら
の
説
明
に
加
え
て
、
第
一
図
、
第
二
図
が
添
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

浅
野
吉
次
郎
が
最
も
苦
労
し
た
の
は
ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
で

は
な
く
単
板
の
接
着
す
な
わ
ち
合
板
製
造
そ
の
も
の
だ
っ

た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
大
正
4
（
1
9
1
5
）
年
の
特
許

第
2
8
7
5
4
号
「
浅
野
式
合
板
製
造
装
置
」
は
、
先
の

特
許
第
1
7
6
3
3
号
を
改
良
し
た
も
の
で
、
第
1
図
の

ス
チ
ー
ム
ロ
ー
ラ
ー
の
後
を
連
続
し
て
ロ
ー
ラ
ー
圧
締
す

る
仕
組
み
で
、
一
種
の
連
続
ロ
ー
ラ
ー
プ
レ
ス
で
あ
り
、

こ
の
特
許
を
出
願
す
る
ま
で
の
5
年
間
に
製
造
工
程
の
機

械
化
に
力
を
注
い
だ
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

さ
て
、
浅
野
式
合
板
に
使
わ
れ
た
原
木
は
何
だ
っ
た
の

か
。
先
に
記
し
た
道
材
の
カ
バ
は
散
孔
材
で
、
扱
い
や
す

い
材
の
一
つ
で
す
が
、
驚
い
た
こ
と
に
広
葉
樹
材
で
あ
れ

ば
ど
ん
な
樹
種
で
も
剥
く
こ
と
が
で
き
る
と
浅
野
吉
次
郎

が
話
し
て
い
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
材
が
堅
い
か
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親族の方から寄贈いただいた掛け軸

浅野吉次郎コーナーに置かれた
ベニヤレース 1号機の模型

　ベニヤレース（ロータリーレース）の主体はベッドとその両側の頑丈な
フレームで、これに架構がとりつけられており、スピンドル（主軸）と
その軸受がおさめられている。原木はスピンドルに両木口をおさえられた
ままナイフに対して回転する。ナイフとプレッシャーバーは滑り台の案内
面上をスピンドルの出入方向に直角に進退する送り台にとりつけられてい
る。（図1）
　この送り台の進行速度が送り装置によって調整され、単板の厚さを決め
る。すなわち一定数の原木回転にたいしてかんな台が早く進めば、得られ
る単板は薄くなり、遅く進めば厚くなる。
　切削中ナイフは原木にたいし等速度で進行する。この進行速度は原木回
転数と希望単板厚により変わる。ナイフだけでは平滑な単板がえられるも
のではなく、これにプレッシャーバーの作用が加わることが必要なのであ
る。（図2）

（図 2）レースの部分

（図 1）ロータリーベニヤの製造

「合板の日」特集　ベニヤレース1号機と浅野吉次郎

第一図、第二図：浅野式合板製造方
法の特許出願時の挿図（赤字は本誌）

※実用木材加工全書⑤「合板の製造」渡辺治夫著、東北書店　第6章「単板の製造」より抄録、一部改稿

各部の名称
Ａ：かんな台
Ｂ：ナイフ
Ｃ：ナイフ押しネジ
Ｄ：刃口台
Ｅ：プレッシャーバー
Ｆ：プレッシャーバーとめナット
Ｇ：プレッシャーバー押しネジ
Ｈ：プレッシャーバーおさえネジ
Ｉ：プレッシャーバーおさえ板
Ｊ：Ｉのとめボルト
Ｋ：けびき
Ｌ：原木
Ｍ：単板

ベニヤレースの構造

スチームローラー

セパレート
ローラー
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ら
剥
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
蒸
煮
し
て
い
た
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

浅
野
式
合
板
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
た
の
か
？
チ

ェ
ス
ト
（
茶
函
）
に
使
わ
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
ほ
か
床
天
井
板
、
天
井
板
、
羽
目
板
な
ど

さ
ま
ざ
ま
部
材
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
正
3
年

（
1
9
1
4
年
）
の
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
時
に
は
軍
用

水
上
飛
機
の
フ
ロ
ー
ト
用
に
幅
4
尺
（
1
・
2
m
）、
長

さ
16
尺（
4
・
85
m
）、
厚
さ
1
分
5
厘（
4
・
5
㎜
）の
浅

野
式
合
板
を
納
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
浅
野
式
合
板
が

そ
れ
な
り
の
耐
水
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

す
。当

時
、
合
板
の
値
段
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
大

正
3
年
の
内
外
向
け
合
板
の
1
枚
の
価
格
は
厚
さ
が
5
㎜

ま
た
は
8
㎜
で
3
尺
×
6
尺
が
2
円
50
銭
と
の
記
録
が
あ

り
ま
す
。
モ
ミ
チ
ェ
ス
ト
か
ら
べ
ニ
ア
チ
ェ
ス
ト
に
変
え

た
こ
と
で
、
べ
ニ
ア
チ
ェ
ス
ト
で
は
木
口
か
ら
2
分
（
6

㎜
）
の
位
置
に
釘
打
ち
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
板
厚

の
軽
減
と
も
ど
も
ロ
ン
ド
ン
ま
で
の
運
賃
が
１
個
に
つ
き

16
銭
あ
ま
り
安
く
な
り
ま
し
た
。

明
治
45
年
（
1
9
1
2
年
）、「
ベ
ニ
ヤ
板
」
の
一
手
販

売
を
標
榜
し
た
合
名
会
社
範
多
商
會
の
明
治
45
年
の
広
告

文
に
は
、
タ
モ
、
ナ
ラ
、
ニ
レ
な
ど
の
合
板
の
価
格
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
1
）。

近
代
工
業
を
も
た
ら
し
た
明
治
の
先
人
た
ち

私
達
は
「
浅
野
吉
次
郎
」
と
聞
く
と
、
ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス

1
号
機
の
製
作
者
と
思
い
が
ち
で
す
。
そ
の
こ
と
に
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
も
っ
と
特
筆
す
べ
き
浅
野
吉

次
郎
の
功
績
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
か
っ
た
こ
と
は
も
っ
と

知
ら
れ
て
い
い
こ
と
で
す
。
当
時
、
手
工
業
の
域
に
あ
っ

た
木
材
加
工
業
を
、
機
械
を
活
用
し
た
木
材
工
業
に
引
き

上
げ
た
の
は
他
な
ら
ぬ
浅
野
吉
次
郎
そ
の
人
で
し
た
。
そ

の
活
動
は
技
術
の
領
域
だ
け
で
な
く
、
木
材
加
工
を
近
代

工
業
の
一
翼
に
加
え
る
企
業
経
営
に
も
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。
近
代
的
セ
ン
ス
と
先
見
の
明
を
兼
ね
備
え
、
さ
ら
に

設
計
・
製
作
に
も
特
異
な
能
力
を
発
揮
し
た
異
才
で
し
た
。

明
治
に
は
、
日
本
に
近
代
工
業
を
も
た
ら
し
た
数
多
く

の
先
人
た
ち
の
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
し
た
。
浅
野
吉
次
郎

の
軌
跡
は
、
日
本
に
近
代
工
業
を
も
た
ら
し
た
、
こ
れ
ら

先
人
た
ち
に
な
ら
ぶ
も
の
で
す
。
旺
盛
な
好
奇
心
、
何
も

の
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
独
創
力
、
企
業
欲
に
富
ん
だ
不
屈

な
勤
勉
家
。
そ
ん
な
人
物
像
を
髣ほ

う

髴ふ
つ

と
さ
せ
る
、
一
群
の

人
々
が
明
治
の
時
代
に
は
い
た
の
で
す
。
そ
の
一
人
、
浅

野
吉
次
郎
が
今
日
の
時
代
に
い
た
な
ら
、
機
械
メ
ー
カ

ー
、
接
着
剤
メ
ー
カ
ー
、
合
板
製
造
業
、
流
通
業
、
輸
出

業
を
束
ね
た
総
合
木
材
会
社
が
実
現
し
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

最
後
に
、
世
界
で
初
め
て
ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
を
作
っ
た
の

は
誰
だ
っ
た
か
ご
存
じ
で
す
か
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
建

築
家
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ノ
ー
ベ
ル
（Im

m
anuel N

obel

）

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
後
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
創
設
す
る
こ

と
に
な
っ
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ノ
ー
ベ
ル

（A
lfred Bernhard N

obel

）
の
父
親
で
す
。

※
本
稿
は
、N
P
O
木
材
・
合
板
博
物
館
館
長
岡
野
健
が
、
学

術
誌「Journal of T

inm
ber Engineering 2013年

7月
号

」

に
寄
稿
し
た「
報
告

ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
１
号
機
と
浅
野
吉
次
郎
」

を
、
編
集
委
員
会
が
「
木
と
合
板
」
読
者
向
け
に
、
新
た
に
注

と
写
真
、
図
解
を
加
え
改
稿
し
た
も
の
で
す
。（「
木
と
合
板
」

編
集
委
員
会
）
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胸像の前で。浅野吉次郎のご親族の方々、
左は井上篤博日本合板工業組合連合会会長

博物館の庭に立つ
浅野吉次郎の胸像

名古屋商業会議所月報（大正 14年 4月発行・第百十三号）
「浅野木工場と『アサノ板』」と題する調査部レポートが掲載されている。
「浅野吉次郎氏の発明的天才は年と共に現れ、…（略）…目下名古屋市に
おける木材業の盛んなること全國に冠たるは、同氏の此の美挙に因る
所頗る大なるを想へば、同氏は實に名古屋製材業界の大恩人なりと云
ふも過言に非るべし」の記述。

林業新聞（昭和32年11月1日付の第1面）
合板誕生50年を祝す特集。
合板発展の半世紀をふりかえる記事とともに、
浅野吉次郎の功績を顕彰するコラム

樹種名 厚さ 価格

アッシュ（タモ） 5㎜
8㎜

2.50円
3.52円

オーク（ミズナラ） 5㎜
8㎜

3.89円
5.55円

エルム（ニレ） 5㎜ 3.89円

表 1　価格表（明治 45年）

「合板の日」特集　ベニヤレース1号機と浅野吉次郎

参考文献（出典を含む）
１）　木材ノ工藝的利用：農商務省山林局、1912
２）　奥野道夫：浅野吉次郎と日本のベニヤ産業（非売品）1935
３）　林業新聞：昭和 32 年 11 月 1 日号、1957
４）　日本合板工業会：合板五十年史、1959
５）　名古屋市教育委員会：明治の名古屋人、1969
６）　週間朝日編：値段の「明治大正昭和」風俗史、朝日新聞社、1981

名古屋商業会議所月報
「浅野木工場と『アサノ板』」と題する調査部レポートが掲載されている。
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─
平
成
22
年
に
「
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進

法
」
が
施
行
さ
れ
、
木
材
の
地
産
地
消
を
め
ざ
す
自

治
体
も
出
始
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
川
上
村
の
取
組

み
は
法
施
行
に
先
立
つ
、
は
る
か
前
か
ら
の
試
み
で

す
。
そ
も
そ
も
い
つ
頃
、
ど
う
い
う
こ
と
か
ら
地
元

産
材
で
公
共
施
設
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
発
想
が
生
ま

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

村
長
に
な
っ
て
26
年
目
で
す
が
、
就
任
前

か
ら
や
り
た
い
と
思
っ
て
た
（
笑
）。
以
前
、

村
の
経
済
は
貧
し
か
っ
た
ん
で
す
が
、
農
業

経
営
が
し
っ
か
り
し
て
く
る
に
つ
れ
、
み
ん

な
家
を
建
て
替
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
い
家
を
建
て
た
い
…
…
し
ぜ
ん
材
料
選
び

も
秋
田
ス
ギ
と
か
吉
野
ス
ギ
、
木
曾
ヒ
ノ
キ

な
ど
有
名
ブ
ラ
ン
ド
材
を
選
び
が
ち
で
す
。

で
も
、
こ
こ
に
は
地
元
の
誇
る
カ
ラ
マ
ツ
が

あ
る
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。
戦
後
の
拡
大
造
林
で
カ
ラ
マ
ツ
の
苗

木
を
植
え
て
き
て
、
そ
れ
が
今
50
年
生
、
60

年
生
に
育
っ
て
き
て
い
る
。
自
分
と
こ
ろ
の

木
を
ほ
っ
た
ら
か
し
て
、
よ
そ
の
産
地
の
木

を
使
い
た
が
る
の
は
、
い
か
が
な
も
の
か
と

…
…
（
笑
）。

銘
柄
材
で
あ
れ
ば
、
い
い
家
を
建
て
た
と

い
う
満
足
度
は
高
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
自

分
の
村
に
あ
る
木
を
使
っ
て
、
そ
れ
に
付
加

価
値
を
つ
け
る
こ
と
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
が
や

る
こ
と
で
は
な
い
か
と
…
…
説
得
し
ま
し
た

が
な
か
な
か
納
得
し
て
も
ら
え
な
い
。
そ
れ

な
ら
と
率
先
し
て
公
共
施
設
の
全
て
に
カ
ラ

マ
ツ
を
使
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
始
め

ま
し
た
。
小
さ
な
も
の
な
ら
バ
ス
の
停
留
所

か
ら
、
大
き
な
も
の
な
ら
村
の
文
化
セ
ン
タ

ー
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で
…
…
村
の
公

共
施
設
の
全
て
に
地
元
産
の
カ
ラ
マ
ツ
を
使

っ
て
き
ま
し
た
。

自
分
の
家
も
天
然
カ
ラ
マ
ツ
で
建
て
ま
し

た
。
前
の
家
に
使
っ
て
い
た
コ
メ
ツ
ガ
の
浮

造
（
う
づ
く
り
）
の
天
井
と
か
、
長
尺
も
の

の
破
風
（
は
ふ
う
）
と
か
の
部
分
は
解
体
時

に
残
し
て
お
い
て
、
他
は
み
ん
な
天
井
も
廊

下
も
カ
ラ
マ
ツ
で
つ
く
り
ま
し
た
。
廊
下
な

ど
は
ヤ
ニ
の
光
沢
が
映
え
て
秋
田
や
吉
野
の

ス
ギ
に
負
け
な
い
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
建

築
雑
誌
の
「
和
風
住
宅
」
に
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
今
は
み
ん
な
、

家
の
構
造
材
に
カ
ラ
マ
ツ
を
使
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ね
。

祖
父
が
植
え
、
父
が
育
て
た
カ
ラ

マ
ツ
で
、
孫
が
学
ぶ
新
校
舎

川
上
中
学
校
は
、
平
成
15
年
か
ら
計
画
を

は
じ
め
、
５
年
後
の
平
成
21
年
に
全
工
事
の

竣
工
を
み
ま
し
た
。
建
物
の
機
能
を
、
学
校

だ
け
で
な
く
村
の
公
共
施
設
の
機
能
も
併
せ

持
つ
複
合
施
設
と
し
て
計
画
す
る
こ
と
で
、

文
科
省
は
じ
め
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
※
3
）、
林
野

庁
、
長
野
県
、
国
交
省
な
ど
か
ら
7
つ
の
交

付
金
を
得
ま
し
た
。
総
建
築
費
用
約
23
億
の

う
ち
村
か
ら
の
支
出
は
約
３
億
で
す
。
音
楽

堂
と
体
育
館
に
は
、
国
交
省
の
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
を
得
て
い
ま
す
。
昼
は
生
徒
た
ち
が

K I T O G O - H A N 8

※3　ＮＥＤＯ：新エネルギー・産業技術総合開発機構

「
木
の
最
前
線
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
新
し
い
「
木
」
の
時
代
を
創
出

し
よ
う
と
す
る
意
欲
的
な
挑
戦
を
ひ
ろ
く
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
今
回
は
長
野
県
南
佐
久
郡
川
上
村
の
藤
原
忠
彦
村
長
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
藤
原
村
長
は
全
国
町
村
会
の
会
長
も
つ
と
め
て

お
い
で
で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
東
京
・
永
田
町
の
全
国
町
村
会

館
会
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
川
上
村
は
、「
レ
タ
ス
生
産
量
日
本
一
」
を
誇
る
高
原

野
菜
の
村
と
し
て
有
名
で
す
。
長
野
県
の
最
東
に
あ
り
、「
信
州

の
チ
ベ
ッ
ト
」
と
も
呼
ば
れ
た
平
均
標
高
1
2
7
0
ｍ
の
高
原
の

村
で
す
。農
業
に
不
向
き
と
さ
れ
る
冷
涼
な
気
候
を
逆
手
に
と
り
、

高
原
野
菜
の
一
大
産
地
と
し
て
村
の
農
業
経
済
の
活
性
化
に
成
功

し
ま
し
た
。（
※
１
）

今
、
も
っ
と
話
題
を
呼
ん
で
い
る
の
が
、
地
元
産
の
天
然
カ
ラ

マ
ツ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
木
造
公
共
施
設
で
す
。
2
0
0
8
年

に
竣
工
し
た
川
上
村
立
川
上
中
学
校
に
は
、
村
有
林
32
ｈ
ａ
か
ら

伐
り
出
し
た
7
0
0
0
本
の
カ
ラ
マ
ツ
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
造
な
ら
で
は
優
美
な
デ
ザ
イ
ン
性
や
機
能
性
、
環
境
へ
の
配
慮

な
ど
が
評
価
さ
れ
、
平
成
22
年
度
日
事
連
（
※
２
）
建
築
賞
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
村
づ
く
り
で
耳
目
を
集
め
て
き
た
藤
原
村
長

は
、「
林
政
は
村
政
の
柱
」
な
の
だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

体育館の夜景

校内廊下

藤原村長

「
林
政
は
村
政
の
柱
」
藤
原
忠
彦
村
長
に
聞
く

農
林
業
は「
生
命
産
業
」

長
野
県
川
上
村
の
挑
戦

三
つ
の
世
代
が
集
い
あ
う
、

郷
土
の
木
で
作
っ
た
木
の
学
び
舎

─
川
上
中
学
校
に
み
る※1

「平均年収2500万円の農村―いかに寒村が豊かに生
まれ変わったか―」藤原忠彦著、ソリックブックス刊
※2
日事連：一般社団法人 日本建築士事務所協会連合会
の略称



使
い
、
夜
は
村
民
が
使
う
と
い
う
考
え
方
で

す
。
村
民
専
用
の
入
口
が
あ
り
区
分
け
で
き

る
仕
組
み
で
す
。
日
本
で
は
初
め
て
の
試
み

か
と
思
い
ま
す
。
今
、
視
察
に
見
え
ら
れ
る

の
は
教
育
関
係
者
だ
け
で
な
く
、行
政
関
係
、

設
計
・
施
工
の
建
築
関
係
の
方
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

苦
労
し
た
の
は
建
築
費
用
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
設
計
、
施
工
業
者
は
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
選
定
し
た
の
で
す
が
、
ま
ず
木

造
設
計
の
で
き
る
事
務
所
、
施
工
者
が
少
な

い
。
そ
こ
で
、
地
元
産
の
天
然
カ
ラ
マ
ツ
を

使
う
こ
と
を
条
件
に
、
ま
ず
こ
ち
ら
側
か
ら

事
務
所
に
対
し
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
う
と

い
う
（
笑
）
…
…
そ
こ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

川
上
中
学
校
は
「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
が
植
え
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
育

て
た
カ
ラ
マ
ツ
で
、
孫
が
学
ぶ
新
校
舎
」
で

す
。
か
つ
て
、
青
年
団
や
婦
人
会
な
ど
で
カ

ラ
マ
ツ
の
苗
木
を
植
え
た
方
々
は
今
も
存
命

で
す
し
、
そ
れ
を
育
て
た
息
子
さ
ん
た
ち
が

い
ま
す
。
そ
し
て
今
、
そ
の
カ
ラ
マ
ツ
で
建

て
た
校
舎
で
孫
た
ち
が
学
ん
で
い
ま
す
。
実

際
に
そ
の
と
お
り
な
ん
で
す
。
苗
木
を
植
え

た
お
じ
い
さ
ん
た
ち
に
立
ち
会
っ
て
も
ら
っ

て
、
生
徒
た
ち
も
カ
ラ
マ
ツ
の
伐
採
に
関
わ

り
ま
し
た
。
今
は
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
カ
ラ

マ
ツ
の
植
林
に
生
徒
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
森
林
は
生
き
た
自
然
を
学
ぶ
「
屋
根
の

な
い
学
校
」
で
す
。
知
識
は
学
校
で
教
科
書

や
先
生
か
ら
教
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

人
格
を
形
成
す
る
、
生
き
た
知
恵
は
世
代
を

通
じ
て
学
ぶ
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
の
施
設
全
体
を
、
こ
れ
か
ら
の
川
上

村
を
担
う
生
徒
た
ち
が
育
ち
、
村
民
が
集
う

場
所
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
設
計
し
ま
し

た
。
音
楽
堂
に
は
ド
イ
ツ
製
の
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
が
あ
り
、
結
婚
式
場
と
し
て
も
活
用
で

き
ま
す
。
将
来
、
卒
業
生
が
こ
こ
で
結
婚
式

を
挙
げ
て
く
れ
る
の
が
私
の
夢
で
す
。

カ
ラ
マ
ツ
と
共
存
し
て
き
た

村
の
歴
史

カ
ラ
マ
ツ
は
、
千
曲
川
上
流
の
佐
久
地
方

で
は
ま
さ
し
く
「
郷
土
の
木
」
で
す
。
川
上

村
が
天
領
で
あ
っ
た
寛
永
年
間
に
は
カ
ラ
マ

ツ
苗
が
植
え
ら
れ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。
天
然
カ
ラ
マ
ツ
は
善
光
寺
や
江
戸
城

の
建
築
材
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、
明
治
に
な

っ
て
か
ら
は
土
木
仮
設
材
、
鉱
山
の
杭
材
、

港
湾
材
な
ど
の
大
き
な
需
要
を
満
た
し
、
村

の
林
業
に
も
全
盛
の
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
戦
後
の
一
時
期
か
ら
日
本
林
業
の

衰
退
が
は
じ
ま
り
、
村
に
と
っ
て
林
業
も
カ

ラ
マ
ツ
も
遠
い
存
在
と
な
り
、
林
業
の
担
い

手
も
激
減
し
ま
し
た
。

佐
久
地
方
で
は
カ
ラ
マ
ツ
は
早
く
か
ら
建

築
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一

方
で
「
ヤ
ニ
の
滲し

ん

出し
ゅ
つや

、
割
れ
や
狂
い
が
生

じ
る
」
の
で
建
築
材
に
は
不
向
き
だ
と
い
う

評
価
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
川
上
村
で

昭
和
2
年
に
建
て
ら
れ
た
老
舗
旅
館
は
、
築

70
年
を
経
た
今
も
し
っ
か
り
し
た
造
り
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、強
度
と
耐
久
性
、

美
し
い
木
目
の
建
築
材
と
し
て
全
国
に
流
通

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
脱
脂
乾
燥
な
ど
の
加

工
技
術
の
進
歩
に
よ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

急
速
な
進
歩
も
、
カ
ラ
マ
ツ
を
使
っ
て
み
せ

る
と
い
う
需
要
こ
そ
が
促
し
た
も
の
で
す
。

川
上
村
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
「
森
の
交
流

館
」（
平
成
9
年
竣
工
、
平
成
10
年
日
本
建

築
学
会
作
品
賞
）
は
、
森
林
と
人
の
関
わ
り

を
テ
ー
マ
に
建
築
し
た
も
の
で
す
が
、構
造
、

内
装
、
外
装
と
も
に
人
工
林
カ
ラ
マ
ツ
、
天

然
カ
ラ
マ
ツ
を
多
用
し
、
最
新
の
加
工
技
術

に
よ
る
仕
上
が
り
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
部
の
36
本
の
柱
は
Ｌ

Ｖ
Ｌ
で
、
表
面
に
天
然
カ
ラ
マ
ツ
を
2
ミ
リ

に
ス
ラ
イ
ス
し
て
貼
っ
て
い
ま
す
。
事
務
棟

の
通
し
柱
は
60
～
80
年
生
の
人
工
林
カ
ラ
マ
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センター内のＬＶＬを使用した柱

照明の点いた音楽堂。パイプオルガンを備え、結婚式場としても使う

原生林をイメージした柱、「美林」。耐震力を高めるた
め集成材を利用している。この集成材は川上に残る
カラマツの原生林と松葉をイメージしている

外観

自然木の魅力を活かした昇降口の柱

机や椅子など備品にもカラマツを使った

木造による柔らかさ、温かさを感じる
校内。

校舎配置図
南京下見坂のカラマツの外壁

川上村の山懐に抱かれるように建つ、川上村立川上中学校。普通教室棟には、エコ
スクールとして、太陽熱を利用した暖房システム、パッシブソーラーシステムを備える

全校生徒が一堂で食事できるランチルーム。天井を高くし、2面をガラス張りの開放的な空
間とし、照明を支える支柱にも地元産カラマツを使用

［所　在　地］	 長野県南佐久郡川上村大字原33番地
東経138度33分 北緯35度56分 海抜1,148.5ｍ

［構　　　造］	 木造一部鉄筋コンクリート造一部二階建
［規　　　模］	 建築面積 5,692㎡ 延べ床面積 6,534㎡

1階／ 4,658㎡　2階／ 1,875㎡
［生　徒　数］	 168名（平成20年8月現在）
［教　職　員］	 19名
［事　業　費］	 1,974,000千円（本体工事・グラウンド工事・外構工事）

86,000千万（設計管理科）
［木材使用量］	（内装、外装、構造材（集成材））1,035㎥

内、川上村産唐松使用量 826㎥（79.83%）
壁 2.834㎡ 天井 I,068㎡ 床 3,179㎡

［外部仕上げ］	 屋根／カラーガルバリウム鋼板瓦棒登き
外壁／川上村産唐松板張り
開口部／アルミ＋唐松複合カーテンウォール 断熱アルミサッシ

［内部仕上げ］《プロムナード》	 床／コンクリート洗い出し仕上げ（川上産玉砂利使用）
壁・天井／川上村産唐松板張り

《エントランスホール》 床／川上村産唐松フローリング貼り
壁／川上村産唐松張り、川上村産天然唐松突き板合板張り、シナ合板張り
天井／川上村産唐松板張り

《教室》	 床／川上村産唐松フローリング貼り
	 壁／川上村産唐松板張り、シナ合板張り
	 天井／化粧PB
《体育館》	 床／川上村産唐松フローリング貼り
	 壁／川上村産唐松板張り、シナ合板張り
	 天井／グラスウールボード張り

中学校の交流広場にあるモニュメント「プレイヤーエ
イリアン」さとうりささんの作品。愛・地球博に出展
された。【心が抜けた体】と【心】（手前）。「人間の不
完全で孤独な生きざまと葛藤を表現する」この作品の
メッセージが多感で揺れ動く中学生を元気づけるだろ
うと、藤原村長が考え、移設が実現した

川上村立川上中学校

川上村林業総合センター（森の交流館）
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─
橿
棒
さ
ん
。
と
て
も
珍
し
い
お
名
前
で
す

「
３
年
だ
け
の
手
伝
い
」
の
つ
も
り
が
…
…

北
海
道
釧
路
市
阿
寒
町
の
出
身
で
す
。
橿
棒

と
い
う
苗
字
は
私
の
親
戚
筋
以
外
で
は
北
海
道

に
5
軒
ぐ
ら
い
。
四
国
か
ら
北
海
道
に
来
た
と

聞
い
て
ま
す
が
、
四
国
の
電
話
帳
を
調
べ
ま
し

た
が
1
軒
も
な
か
っ
た
で
す
ね
。
入
植
者
だ
っ

た
ん
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

初
代
社
長
の
岩
田
勝
治
も
北
海
道
古
平
町
の

出
身
。
ニ
ッ
カ
ウ
ィ
ス
キ
ー
蒸
留
所
の
あ
る
余

市
の
先
で
す
。
小
樽
で
丁
稚
奉
公
を
つ
と
め
、

上
京
後
に
木
場
で
工
具
屋
を
始
め
た
の
が
岩
田

機
械
産
業
の
最
初
で
、今
年
で
創
業
78
年
で
す
。

社
歴
だ
け
は
長
い
（
笑
）。

当
初
は
主
に
帯
鋸
や
丸
鋸
、
刃
物
な
ど
の
木

工
工
具
を
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
中
は
深
川
の

本
所
で
商
い
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
こ
れ

が
空
襲
で
焼
け
て
…
で
も
丸
鋸
は
焼
け
残
っ

た
。
機
械
や
資
材
が
不
足
し
て
い
た
折
で
す
か

ら
、
そ
の
丸
鋸
を
求
め
て
炭
焼
き
の
人
が
列
を

な
し
て
買
い
に
来
た
な
ん
て
い
う
話
を
先
代

（
岩
田
勝
治
氏
）
か
ら
聞
か
さ
れ
た
も
ん
で
す
。

昭
和
38
年
ご
ろ
か
ら
あ
ち
こ
ち
に
合
板
工
場
が

出
来
始
め
ま
し
た
。
う
ち
も
工
場
部
品
や
機
械

も
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
メ
イ
ン
に
な
る

ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
と
か
プ
レ
ス
な
ど
大
型
機
械
は

大
手
メ
ー
カ
ー
さ
ん
の
製
品
で
す
が
、
そ
れ
に

伴
う
原
木
搬
送
ラ
イ
ン
だ
と
か
、
カ
ッ
ト
の
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
だ
と
か

─
こ
れ
は
先
代
が
開
発

し
ま
し
た

─
の
付
帯
設
備
の
需
要
も
増
え
て

き
て
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
な
ど
付
帯
工
事
も
請

け
負
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
旧

丸
吉
グ
ル
ー
プ
さ
ん
な
ど
一
番
の
古
い
お
付
き

合
い
に
な
り
ま
す
。

2
代
目
を
継
い
だ
の
が
先
代
の
養
女
の
岩
田

智
恵
子
さ
ん
で
す
。
そ
の
弟
さ
ん
が
、
私
の
郷

里
の
学
校
の
先
輩
で
、
し
か
も
私
の
教
師
だ
っ

た
ん
で
す
。
そ
の
先
輩
に
「
お
ま
え
、
俺
の
叔

父
の
と
こ
ろ
を
手
伝
わ
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
た

の
が
縁
で
、「
じ
ゃ
、
3
年
ば
か
り
行
っ
て
く

る
よ
」
と
上
京
し
て
、
そ
の
ま
ま
岩
田
の
家
に

居
候
に
な
っ
て
10
年
、
そ
の
後
も
含
め
る
と
46

年
も
こ
の
稼
業
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
（
笑
）。
あ
の
頃
は
、
製
材
工
場
な

ん
か
も
家
内
工
業
的
な
雰
囲
気
で
、
社
長
の
家

が
賄
い
を
し
て
く
れ
る
居
候
住
ま
い
の
よ
う
な

か
た
ち
の
丁
稚
奉
公
ス
タ
イ
ル
が
多
か
っ
た
。

諸
先
輩
を
は
じ
め
私
ま
で
全
員
が
そ
う
で
し

た
。
給
料
は
安
か
っ
た
ん
で
す
が
、
食
べ
る
も

の
は
社
長
と
同
じ
。「
食
い
物
は
贅
沢
さ
せ
て

る
ん
だ
か
ら
、
給
料
は
安
く
て
も
い
い
だ
ろ
」

だ
な
ん
て
、
都
合
の
い
い
話
を
さ
れ
て
、
ず
い

ぶ
ん
諭
さ
れ
た
も
ん
で
す
（
笑
）。
何
し
ろ
居

候
し
て
ん
だ
か
ら
文
句
言
え
ま
せ
ん
も
ん
ね
。

私
は
昭
和
42
年
の
入
社
で
、
取
引
先
も
取
引

高
も
一
段
と
増
え
始
め
た
こ
ろ
で
、
メ
ー
カ
ー

の
代
理
販
売
な
ど
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
最
初
は
自
転
車
で
納
品
し
て
い
た
り
し

た
そ
う
で
す
が
、
私
ら
の
頃
に
は
ダ
ッ
ト
サ
ン

（
ト
ラ
ッ
ク
）
を
あ
て
が
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
ま
ぁ
、
と
に
か
く
忙
し
か
っ
た
。

先
代
オ
ヤ
ジ
、〝
旦
那
衆
〟
の
豪
気

そ
の
頃
、
社
屋
は
銀
座
に
あ
っ
た
ん
で
す
。

な
ぜ
か
と
言
う
と
、
オ
ヤ
ジ
（
初
代
）
は
北
海

道
出
身
の
こ
だ
わ
り
で
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
し
か

飲
み
ま
せ
ん
。
銀
座
七
丁
目
の
ラ
イ
オ
ン
に
歩

い
て
通
え
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
、
会
社
を
銀

座
に
置
い
た
理
由
だ
っ
て
言
う
ん
だ
か
ら

（
笑
）。
オ
ヤ
ジ
は
休
日
で
も
事
務
所
に
出
て
き

て
、
新
聞
読
ん
で
、
そ
れ
か
ら
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
に

橿棒啓二氏
岩田機械産業株式会社

代表取締役社長

　「木のまち　新木場」とその周辺エ
リアで気になる会社、企業、人物、ス
ポットを紹介する新木場漫歩のコー
ナー。今回は新木場からバスに乗り、
江戸川区中葛西7丁目の岩田機械産業
株式会社に、橿（かし）棒（ぼう）啓二
社長（65歳）をお訪ねしました。同社
は昭和10年設立の木工機械商社で、
橿棒氏は5代目社長です。玄関で往訪
を告げると、堂々とした巨漢の男性が
現れました。久々の人物探訪編です。
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「
３
年
だ
け
の
手
伝
い
」が
46
年
目
、老
舗
五
代
目
社
長

合
板
工
場
の
現
場
を
支
え
続
け
る
、裏
方
の
誇
り

社屋玄関

社名看板

ツ
の
六
寸
角
7
メ
ー
ト
ル
の
無
垢
材
で
、
高

温
脱
脂
乾
燥
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大

き
さ
の
規
格
で
構
造
材
に
使
っ
て
い
る
例
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
床
は
人
工
林
カ
ラ
マ

ツ
の
大
径
材
に
樹
脂
加
工
（
Ｗ
Ｐ
Ｃ
）
し
た

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
こ
の
他
に
も
壁
や
階

段
材
な
ど
に
15
通
り
の
木
の
使
い
方
を
し
て

い
ま
す
。

川
上
村
文
化
セ
ン
タ
ー（
平
成
7
年
竣
工
）

は
、
同
時
通
訳
シ
ス
テ
ム
を
備
え
国
際
会
議

に
も
対
応
可
能
な
施
設
で
、
農
村
と
都
市
の

融
合
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

の
「
か
ら
ま
つ
広
場
」
と
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の

内
装
に
は
０
・
３
ミ
リ
に
ス
ラ
イ
ス
し
た
天

然
カ
ラ
マ
ツ
を
貼
り
、
セ
ン
タ
ー
内
の
図
書

館
の
壁
に
は
人
工
林
カ
ラ
マ
ツ
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

木
は
三
代
の
間
に
大
径
木
に
育
ち
ま
す
。

Ｌ
Ｖ
Ｌ
や
集
成
材
な
ら
小
径
木
で
も
利
用
で

き
ま
す
。
人
工
、
天
然
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を

知
っ
て
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
木
」
は
経
済
的
価
値
だ
け
で
は

語
れ
な
い

農
林
業
は
「
生
命
産
業
」
で
す
。「
農
林
」

と
一
口
に
言
い
ま
す
が
、
私
に
し
て
み
れ
ば

「
林
農
」
で
、川
上
村
に
と
っ
て
林
業
は
「
生

命
維
持
産
業
」で
す
。
木
は
循
環
資
源
で
す
。

化
石
資
源
と
は
違
い
、
必
ず
元
に
返
せ
る
資

源
で
す
。
人
間
も
循
環
資
源
み
た
い
な
も
の

で
、
自
然
と
人
間
は
互
い
に
共
生
す
べ
き
も

の
で
す
。
木
は
人
間
の
生
き
る
摂
理
の
中
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
川
上
村
に
は
、
カ
ラ

マ
ツ
と
共
存
し
て
き
た
先
人
の
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
歴
史
と
風
土
を
肌
で
感
じ
て
、

そ
の
歴
史
的
な
資
源
に
自
ら
付
加
価
値
を
つ

け
て
い
く
こ
と
が
、
村
の
生
き
る
道
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
。

木
が
原
料
と
し
て
め
ぐ
り
、
山
に
利
益
が

生
ま
れ
れ
ば
後
継
者
も
育
ち
、
そ
の
サ
イ
ク

ル
が
出
来
れ
ば
い
い
木
も
育
つ
。
し
か
し
現

在
、
林
業
の
経
済
的
自
立
は
難
し
い
状
況
に

あ
る
。
だ
か
ら
林
業
を
経
済
だ
け
で
は
捉
え

な
い
、
価
値
観
の
転
換
が
必
要
で
す
。
経
済

至
上
的
な
価
値
観
の
時
代
が
長
く
続
き
ま
し

た
が
、
地
域
の
森
林
資
源
は
た
と
え
コ
ス
ト

が
か
か
っ
て
も
、
そ
れ
を
利
用
し
た
付
加
価

値
で
ペ
イ
で
き
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
考
え
方

を
持
た
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
の
で

す
。
森
林
資
源
に
は
経
済
と
は
別
の
付
加
価

値
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
と
経
済
的
価
値
と
が

あ
わ
せ
も
っ
て
、
ひ
と
つ
の
効
果
を
出
せ
る

よ
う
に
す
る
。
私
は
そ
れ
を
自
ら
率
先
し
て

き
た
つ
も
り
で
す
。
カ
ラ
マ
ツ
材
を
使
っ
た

も
の
の
良
さ
が
付
加
価
値
と
し
て
認
め
ら
れ

れ
ば
、
価
値
観
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
コ
ス

ト
は
価
値
で
帳
消
し
に
な
り
ま
す
よ
。今
は
、

そ
の
こ
と
を
肌
で
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
う

な
れ
ば
単
価
の
問
題
で
は
な
い
。
今
は
全
体

的
な
経
済
の
パ
イ
が
少
な
い
か
ら
、
も
っ
と

別
の
付
加
価
値
の
パ
イ
を
大
き
く
す
る
こ
と

で
全
体
の
質
を
引
き
上
げ
て
い
く
と
い
う
、

理
念
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

村
の
経
済
に
と
っ
て
今
は
野
菜
が
高
収
益

で
す
が
、
村
で
は
林
業
に
投
資
す
る
予
算
の

方
が
大
き
く
、
単
独
事
業
を
か
な
り
や
っ
て

い
ま
す
。
林
政
は
村
政
の
柱
で
す
。
日
本
に

と
っ
て
恵
ま
れ
た
森
林
資
源
は
国
の
宝
、
木

は
国
の
元
で
す
。
こ
れ
か
ら
日
本
の
農
林
政

策
全
般
を
重
要
政
策
の
柱
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
が
必
ず
近
い
う
ち
に
来
る
で
し

ょ
う
。

住
宅
産
業
で
は
、
１
０
０
年
住
宅
や
長
期

優
良
住
宅
な
ど
が
ト
レ
ン
ド
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
新
建
材
が
主
流
と

な
る
の
は
、
お
か
し
な
こ
と
に
思
え
ま
す
。

公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
が
で
き
ま

し
た
が
、制
度
が
あ
っ
て
、木
が
使
え
る
は
ず

な
の
に
、
使
え
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
な
い

し
、
使
う
人
も
い
な
い
と
い
う
現
状
を
、
公

共
・
行
政
が
前
向
き
に
力
を
ふ
る
っ
て
や
っ

て
い
く
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ぁ
、
公

共
の
力
だ
け
で
は
足
り
な
か
っ
た
の
で
、
自

分
の
家
ま
で
つ
く
っ
た
ん
で
す
が
…
（
笑
）。

終
わ
り
に
木
材
業
界
に
も
一
言
。
悲
観
的

観
測
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と

希
望
を
を
も
っ
て
楽
観
的
な
見
通
し
で
挑
戦

し
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
日
本
の
木
材
業

界
は
日
本
の
構
造
建
築
の
〝
常
識
〟
を
ひ
っ

く
り
返
し
て
や
る
ぐ
ら
い
の
パ
ワ
ー
が
あ
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。インタビューは全国町村会館の全国町村会会

長室で行われた

常に笑顔を絶やさず話す村長

川上村村営住宅 川上村文化センター
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条
件
を
熟
知
し
て
は
じ
め
て
、
私
ど
も
裏
方
の

仕
事
が
成
り
立
ち
ま
す
。
工
場
の
ラ
イ
ン
と
い

う
の
は
同
業
他
社
さ
ん
に
は
見
せ
な
い
も
の
な

の
で
、
お
得
意
先
か
ら
「
岩
田
さ
ん
、
知
っ
て

い
る
ん
で
し
ょ
」
な
ん
て
話
し
か
け
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
そ
れ
は
大
切
な
信
用
に

か
か
わ
る
こ
と
で
す
か
ら
（
笑
）。

─
岩
田
機
械
さ
ん
の
社
員
年
齢
は
？

18
人
い
ま
す
が
、
平
均
年
齢
は
高
い
で
す
よ

（
笑
）。千
葉
県
佐
原
市
に
工
場
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
に
は
若
い
人
も
仕
込
ん
で
ま
す
。
こ
れ
か

ら
育
っ
て
く
れ
る
人
材
勝
負
で
す
か
ら
。
各
地

の
お
得
意
先
に
は
う
ち
の
営
業
を
専
属
で
つ
け

て
ま
す
。
み
ん
な
そ
こ
そ
こ
高
齢
で
す
け
ど
若

い
人
で
は
、
現
場
の
実
際
を
な
か
な
か
話
し
て

は
も
ら
え
ま
せ
ん
。だ
か
ら
私
も
現
役
で
す
よ
。

合
板
会
社
で
一
期
生
、
二
期
生
だ
っ
た
人
た
ち

が
ト
ッ
プ
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
私
ど

も
の
営
業
も
現
状
な
ん
と
か
や
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
石
巻
や
宮
古
の
工
場
は
打
撃

を
受
け
ま
し
た
が
、
復
興
の
需
要
も
あ
っ
て
合

板
生
産
が
回
復
基
調
に
な
っ
て
き
た
こ
と
に
は

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

「
悪
い
も
の
に
だ
け
は
手
を
出
す
な
。
そ
の

他
な
ら
な
ん
で
も
売
れ
る
ぞ
。」
オ
ヤ
ジ
の
口

癖
で
し
た
。
財
産
は「
ひ
と
」。
あ
る
意
味
、「
何

で
も
屋
」
で
い
い
ん
で
す
。
そ
う
思
っ
て
も
ら

っ
て
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
な
ん

だ
と
思
い
ま
す
。お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
20
余
年
、

赤
字
を
経
験
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
員

全
員
株
主
で
す
か
ら
、
い
い
と
き
も
苦
し
い
と

き
も
、
み
ん
な
一
緒
で
す
。
昔
も
今
も
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
会
社
で
す
よ
。こ
れ
も
オ
ヤ
ジ
ほ
か
、

諸
先
輩
の
お
か
げ
で
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
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《
後
記
》

橿
棒
社
長
は
日
本
木
工
機
械
協
同
組
合
の

副
理
事
長
を
つ
と
め
て
お
い
で
で
す
。

岩
田
機
械
産
業
さ
ん
は
、
合
板
機
械
・
木

工
機
械
の
輸
出
入
か
ら
、
集
塵
関
連
機
械
、

省
力
・
自
動
化
機
械
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
製
作
、

自
社
製
マ
シ
ン
の
開
発
、
集
塵
関
連
機
械
、

中
古
機
械
の
解
体
、
移
設
ま
で
、
そ
の
業
務

内
容
は
実
に
幅
広
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
文

字
ど
お
り
「
木
材
関
連
工
場
の
何
で
も
屋
」

で
す
。

木
材
・
合
板
博
物
館
は
今
年
、
ベニ
ヤ
レ
ー

ス
初
代
1
号
機
模
型
の
製
作
を
岩
田
機
械
産

業
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
1
号
機
の
模

型
は
6
月
か
ら
博
物
館
3
階
の
「
浅
野
吉

次
郎
コ
ー
ナ
ー
」
に
お
目
見
え
し
て
い
ま
す
。

本
業
で
は
な
い
、
こ
ん
な
相
談
に
の
っ
て
い
た

だ
け
る
と
こ
ろ
に
も
、「
何
で
も
屋
」
の
面め
ん

目も
く

躍や
く

如じ
ょ

と
し
た
も
の
が
あ
り
そ
う
で
す
。

（
博
物
館
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

赤
石
和
義
）

岩田機械産業株式会社
〒134-0083 東京都江戸川区中葛西7-9-32
TEL  03-3687-1171（代表）
FAX  03-3687-1170
E-mail：info@iwatakikai.co.jp
http://www.iwatakikai.co.jp/
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岩田式パネルフィーダー FTY-30-
10A型

合板オートフィーダー　中持装置付
TDAW-1400型

原木カットライン供給装置パネル印刷機ライン

バーク粉砕機 HSC-W100型

テーブルリフター各種

岩田式厚み計 ITI-1400型 岩田式ベンディングロール機 BRM-
1400型　剥離検査装置（パンク発
見器）P-300N付

岩田式ロータリースタッカー木材チップ製造ライン岩田式反転機

岩田機械産業㈱の
製品アイテム

岩田式の名がつく
自社開発製品の数々

行
く
。
ホ
ー
ル
側
で
は
、
い
つ
頃
来
る
か
見
当

を
つ
け
て
、
ち
ゃ
ん
と
席
を
用
意
し
て
待
っ
て

る
ん
で
す
。
あ
の
頃
は
そ
ん
な
常
連
の
旦
那
衆

が
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
あ
て
に
し
て
役
者

さ
ん
や
講
談
師
、
噺
家
さ
ん
な
ん
か
の
取
り
巻

き
連
が
集
ま
っ
て
く
る
っ
て
い
う
具
合
だ
っ

た
。
オ
ヤ
ジ
は
ジ
ョ
ッ
キ
じ
ゃ
飲
ま
な
い
、
小

さ
な
グ
ラ
ス
で
飲
む
。
ホ
ー
ル
じ
ゃ
、
オ
ヤ
ジ

専
用
の
グ
ラ
ス
を
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
て
お
い
て

く
れ
て
る
ん
で
す
。お
相
伴
に
つ
い
て
行
く
と
、

一
口
飲
ま
せ
て
「
お
い
、
温
（
ぬ
る
）
く
な
い

か
？

お
ー
い
、
と
っ
か
え
て
く
れ
」
な
ん
て

口
を
つ
け
た
ビ
ー
ル
を
取
り
替
え
さ
せ
た
り
し

て
ま
し
た
。
オ
ヤ
ジ
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
築

地
の
本
願
寺
で
葬
式
を
出
し
た
ん
で
す
が
、
ラ

イ
オ
ン
の
支
配
人
が
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
「
岩

田
さ
ん
に
あ
げ
て
く
れ
」
と
霊
前
に
冷
や
し
た

グ
ラ
ス
ビ
ー
ル
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

田
舎
の
冠
婚
葬
祭
の
席
に
、
オ
ヤ
ジ
に
つ
い

て
行
っ
た
り
し
た
折
な
ん
か
、
大
変
で
し
た
。

並
ん
だ
膳
を
前
に
し
て
、
ム
ス
ッ
と
不
機
嫌
な

ん
だ
。
サ
ッ
ポ
ロ
が
飲
め
な
い
か
ら
。「
橿
棒
、

お
前
ひ
と
っ
走
り
買
い
に
行
っ
て
来
い
」。
な

ん
で
御
通
夜
の
晩
に
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
田

舎
で
夜
の
夜
中
、
店
を
探
し
廻
っ
た
り
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
な
ん
て
ね
…
…
。
今
と
な

れ
ば
、オ
ヤ
ジ
を
偲
ぶ
い
い
思
い
出
で
す
け
ど
。

そ
れ
ま
で
は
事
務
所
も
築
地
で
家
賃
を
払
っ

て
い
た
ん
で
す
。
高
速
下
に
駐
車
場
も
借
り
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
取
引
が
増
え
て
若
い
衆
も

増
え
て
く
る
。納
品
に
使
う
車
も
増
え
て
き
て
、

そ
の
う
ち
駐
車
場
の
家
賃
の
方
が
高
く
つ
く
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
夜
は
車
に
乗
っ
て
帰
る
わ

け
だ
か
ら
昼
間
の
料
金
だ
け
で
無
駄
な
ん
で

す
。そ

れ
で
、「
都
落
ち
」
を
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
今
の
場
所
に
社
屋
を
建
設
し
て
移
転
し

ま
し
た
。
落
成
式
に
は
大
勢
の
お
客
様
に
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
昭
和
59
年
の
と
き
で
す
。

こ
こ
に
移
っ
て
30
年
に
な
り
ま
す
が
、
オ
ヤ
ジ

は
「
な
ん
で
移
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
」
っ

て
怒
り
ま
し
た
ね
。
ビ
ー
ル
が
飲
め
な
い
か
ら

…
（
笑
）。
オ
ヤ
ジ
は
そ
の
年
の
8
月
、
他
界

し
た
ん
で
す
が
、
今
思
う
と
そ
れ
が
心
残
り
で

す
。
わ
が
ま
ま
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

本
音
に
正
直
で
、
裏
表
の
な
い
、
い
い
人
で
し

た
。
そ
の
人
柄
で
信
用
を
大
き
く
し
て
き
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

現
場
に
足
を
運
ん
で
培
う
、

人
間
力
、
情
報
力
、
技
術
力

昭
和
40
年
頃
を
境
に
合
板
製
造
業
が
隆
盛
期

を
迎
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
木
工
刃
物
の

方
は
独
立
し
た
先
輩
に
譲
っ
て
、
会
社
本
体
は

合
板
を
メ
イ
ン
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

諸
先
輩
に
も
恵
ま
れ
、合
板
製
造
業
の
盛
衰
も
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
お
か

げ
で
、
全
国
の
合
板
工
場
の
実
際
を
学
ん
で
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
と
人
間
関

係
が
、
う
ち
（
岩
田
機
械
）
の
財
産
で
す
。
大

手
メ
ー
カ
ー
さ
ん
を
除
け
ば
、
地
域
に
特
化
さ

れ
て
い
る
会
社
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
け
ど
、

全
国
の
工
場
に
出
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
は
う
ち
ぐ
ら
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す

ね
。技

術
屋
で
す
け
ど
私
ど
も
の
基
本
は
マ
ン
パ

ワ
ー
、
人
と
人
と
の
お
つ
き
あ
い
が
命
で
す
。

求
め
が
あ
れ
ば
、
全
国
ど
こ
へ
で
も
出
か
け
ま

す
。
北
海
道
や
九
州
に
行
く
と
な
っ
た
ら
、
朝

の
4
時
起
き
。5
時
の
バ
ス
で
羽
田
に
着
い
て
、

6
時
半
の
飛
行
機
、
Ｊ
Ｒ
に
乗
っ
て
、
午
後
一

番
で
客
先
へ
…
…
。
商
用
後
の
夕
方
か
ら
お
得

意
様
と
飲
み
ま
す
。
4
時
起
き
で
行
っ
て
、
夜

の
12
時
ま
で
飲
ん
で
ま
す
（
笑
）。
お
得
意
様

に
子
会
社
が
複
数
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
と
ま
た

お
付
き
合
い
に
な
り
ま
す
か
ら
、
二
泊
三
日
に

な
っ
ち
ゃ
う
（
笑
）。
ど
の
合
板
工
場
も
今
は

東
京
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
地
方
が
中
心
で
す
か

ら
。
で
も
私
ど
も
の
仕
事
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
欠
か
せ
な
い
。
工
場
の
ラ
イ
ン
の
実
際

は
、
現
場
の
方
と
話
し
て
み
な
く
て
は
分
か
り

ま
せ
ん
か
ら
。

私
ど
も
の
商
い
は
、
木
材
加
工
の
工
場
の
い

わ
ば
裏
方
仕
事
で
す
。
メ
イ
ン
の
機
械
は
大
手

メ
ー
カ
ー
さ
ん
の
製
品
で
す
が
、
そ
れ
を
繋
ぐ

工
場
全
体
の
ラ
イ
ン
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
も
や
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皮
を
剥
く
、
カ
ッ
ト
す

る
、
蒸
煮
室
、
コ
ン
ベ
ア
…
…
つ
な
ぎ
、
つ
な

ぎ
の
仕
事
で
す
。
メ
イ
ン
と
な
る
機
械
の
生
産

量
は
決
ま
っ
て
ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
、

効
率
的
で
無
駄
の
無
い
設
備
計
画
を
描
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
ロ
ー
タ
リ
ー
レ
ー

ス
な
ら
毎
分
1
4
0
メ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
の
速
さ

で
走
っ
て
ま
す
か
ら
、
丸
太
の
供
給
は
1
分
間

に
5
～
6
本
の
ペ
ー
ス
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

各
地
の
工
場
は
敷
地
の
立
地
条
件
、
搬
入
搬
出

ス
ペ
ー
ス
、
周
囲
の
環
境
、
道
路
の
条
件
な
ど
、

何
か
ら
何
ま
で
す
べ
て
違
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

橿棒社長がオヤジと仰ぐ、
ありし日の初代社長、岩田
勝治氏

堂 と々した体躯の橿棒社長です。笑顔で話す声も、笑い声も豪快。




